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ちば産学官連携プラットフォーム加盟大学 2026年 3月卒業生及び 2026年 4月新入生の 

就職後の希望居住地などのアンケート結果について 
集計・分析︓教育活動連携事業部会 

１． 調査目的 
千葉市内の高等教育の課題を明らかにするために、共同ＩＲ（学生調査等）を実施する。調査結果に基づき、ちば
産学官連携プラットフォーム参画校が共同し、連携しながら、千葉市内の高等教育の課題を解決することを目指す。                                                        
ちば産学官連携プラットフォーム事業計画書（2026年度）「教育の魅力」の向上（取組２）             
具体的には、本プラットフォーム加盟の通学制大学への入学・就職の地域別動向や学生の卒業後の希望居住地等を
確認することにより、人口流動の問題を検討する材料とする。 

２． 調査結果の詳細 
１）卒業生アンケートと新入生アンケートの調査結果との比較 
調査概要 

 ちば産学官連携プラットフォーム加盟大学
2026年 3月卒業生調査 

ちば産学官連携プラットフォーム加盟大学
2026年４月新入生調査 

実施期間 2026年 1月～3月 2026年 4月 
対象 4年生 新入生 
参加大学・短期大学 7大学 1短期大学 

植草学園大学、神田外語大学、敬愛大学、淑徳大

学、千葉経済大学、帝京平成大学、東京情報大学、

千葉経済大学短期大学部 

6大学 2短期大学 
植草学園大学、神田外語大学、敬愛大学、千葉経

済大学、帝京平成大学、東京情報大学、敬愛短期

大学、千葉経済大学短期大学部 

回答件数 1464 1551 
 
  卒業生                                   新入生  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 入学時より希望する勤
務地の理由が多い 

大学生活を通じて給与
から働き甲斐へ変化 

入学時よりも市内企業を

知らない割合が小さい 
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1.就職情報サイト（マイナビ、リ…
2.企業・官公庁のホームページ

3.企業・官公庁の説明会
4.インターンシップ

5.大学の就職イベント、キャリア…
6.OB・OG訪問

7.自治体の就職支援機関やイベント
8.SNS

9.友人・家族
10.大学の教授・先輩
11.新聞・書籍・雑誌

12.その他

Q14 就職先を選ぶ際の情報収集として参考にす
るもの（最大３つ）
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卒業生のみの調査 



２）プラットフォーム調査のクロス集計 
プラットフォーム加盟大学で、１）プラットフォームのグーグルフォームで調査に参加した大学、及び２）独自フォームによる調査を
行ったが、ローデータをご提供いただいた大学のデータにより集計（6大学 1短期大学、n=934） 
 
千葉県内に居住する学生の６～7割は卒業後も千葉県内への居住を希望している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
千葉市に卒業後も居住する希望のある学生の７割弱は、千葉市に就職先候補があった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 論点 
 昨年度の千葉市・千葉県中小企業家同友会及びプラットフォーム加盟大学との協議のなかで、大学入学後の変化について
知りたいとの要望が出された。 
・就職先を選ぶ際に重視することは、新入生が給与が良いが一番割合が高いのに対して、卒業時には仕事内容が魅力的が
一番割合が高くなっており、学生生活を経た価値観の変容がうかがえる。 

・新入生、卒業時生とも千葉市が居住地として選択されるためには、都心へのアクセス・地域におけるバス等が大事だと考える
点は共通している。 

  ・新入生は就職先候補に千葉市内の企業がない、なさそうが 1 割で 5 割の学生がわからないと答えている。市内企業を知ら   
ない、知る機会がないと答えた学生の割合は卒業時生が新入生の半分程度になっているため、大学在学中に市内企業を
知っていく状況が見てとれる。 

 
                                                                     以上 
 
 
 


